
平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

広
島

山
県

北
広
島
町

山
口

萩
市
、
柳
井
市
、
山
陽
小
野
田
市

高
知

宿
毛
市
、
四
万
十
市
、
香
美
市

福
岡

嘉
穂

桂
川
町

佐
賀

佐
賀
市
、
小
城
市

宮
崎

小
林
市

_

林
道
に
係
る
農
林
業
施
設
小
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
市
町
村
の
区
域

都
道
府
県
名

郡
名

市
町
村
名

京
都

与
謝

与
謝
野
町

兵
庫

朝
来
市

多
可

多
可
町

奈
良

吉
野

吉
野
町

島
根

出
雲
市

邑
智

邑
南
町

鹿
足

津
和
野
町

岡
山

美
作
市

佐
賀

佐
賀
市

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
号

電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
平
成
三
年
法
律
第

二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三

年
郵
政
省

労
働
省
告
示
第
一
号
（
施
設
整
備
事
業
を
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
指
針
を
定
め
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表

し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

二
の
^

の
１
の
^
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

カ

電
気
通
信
事
業
者
用
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
変
換

装
置
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
成
す
る
Ｉ
Ｐ

ア
ド
レ
ス
変
換
装
置
（
異
な
る
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
を
相
互
に
変
換
す
る
機
能
を
有
す
る
専
用

の
電
気
通
信
設
備
を
い
う
。）の
う
ち
、
電
気

通
信
事
業
者
の
通
信
網
内
に
お
い
て
、
電
気

通
信
事
業
者
が
当
該
装
置
に
割
り
当
て
る
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
と
電
気
通
信
事
業
者
が
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
に
割
り
当
て
る
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を

相
互
に
変
換
す
る
も
の
）

キ

Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
４
／
Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン

６
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
構
成
す
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
（
異
な
る

通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
る
通
信
を
相
互
に
変

換
す
る
機
能
を
有
す
る
専
用
の
電
気
通
信
設

備
を
い
う
。）の
う
ち
、
Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
４

に
よ
る
通
信
と
Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
６
に
よ
る

通
信
を
相
互
に
変
換
す
る
も
の
）

ク

Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
６
対
応
Ｖ
ｏ
Ｉ
Ｐ
サ
ー

バ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
成
す
る
Ｖ
ｏ

Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
ー
（
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
音
声
信
号
を
送

受
信
す
る
機
能
又
は
Ｉ
Ｐ
電
話
端
末
間
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
制
御
（
呼
を
制
御
す
る
た
め
の

プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
り
通
信
の
確
立
又
は
切
断

を
制
御
す
る
こ
と
を
い
う
。）を
行
う
機
能
を

有
す
る
専
用
の
電
気
通
信
設
備
を
い
う
。）の

う
ち
、
Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
６
の
通
信
機
能
を

有
す
る
も
の
）

ケ

Ｉ
Ｐ
バ
ー
ジ
ョ
ン
６
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

管
理
装
置
（
電
気
通
信
事
業
者
の
Ｉ
Ｐ
バ
ー

ジ
ョ
ン
６
に
対
応
し
た
通
信
網
内
に
お
い

て
、
装
置
及
び
回
線
の
状
態
並
び
に
通
信
量

を
監
視
又
は
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

電
気
通
信
事
業
者
の
通
信
網
を
管
理
す
る
機

能
を
有
す
る
も
の
）

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
一
号

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
七
条
の
十
七
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本

赤
十
字
社
が
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
募
集
す
る
次
の
寄
附
金
を

寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
と
し
て
承
認

し
、
日
本
赤
十
字
社
に
対
し
て
支
出
さ
れ
た
当
該
寄
附
金

の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
支
出
さ
れ
た
寄
附
金
に
つ
い
て
は
平

成
二
十
三
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民

税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
同

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
出
さ
れ
た
寄
附
金
に
つ

い
て
は
平
成
二
十
四
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び

市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

災
害
救
護
設
備
の
整
備
、
災
害
救
護
物
資
の
備
蓄
、
採

血
受
入
機
関
の
整
備
、
原
爆
病
院
設
備
の
整
備
及
び
救
急

医
療
体
制
の
整
備
並
び
に
支
部
国
際
活
動
基
金
に
充
て
る

た
め
の
寄
附
金

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
二
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
五
十
二
号
）
附
則
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成

二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
一
年
総
務

省
告
示
第
二
百
二
号
（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
附
則

第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め

る
基
準
を
定
め
る
件
）
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

給
料
に
係
る
率

千
分
の
五
十
五
・
〇

期
末
手
当
等
に
係
る
率

千
分
の
四
十
四
・
〇

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
三
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年

政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
七
年
自
治
省
告
示
第
六
十
八
号
（
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
べ
き
金
額
に
関
す
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

「
平
成
二
十
一
年
度
」
を「
平
成
二
十
二
年
度
」に
、「
千

分
の
〇
・
二
二
」
を
「
千
分
の
〇
・
二
六
」
に
、「
千
分
の

〇
・
二
六
」
を
「
千
分
の
〇
・
三
三
」
に
、「
千
分
の
〇
・

〇
七
」
を
「
千
分
の
〇
・
一
〇
」に
、「
千
分
の
〇
・
二
〇
」

を
「
千
分
の
〇
・
二
一
」
に
、「
千
分
の
〇
・
二
一
」を「
千

分
の
〇
・
三
〇
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
四
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年

政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
附
則
第
三
十
条
の
二
の
四
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
率
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
百
八
十
一
号
（
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
施
行
令
附
則
第
三
十
条
の
二
の
四
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件
）
は
、

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。
た
だ

し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

日
以
前
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
の
算
定
に

用
い
る
総
務
大
臣
の
定
め
る
率
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。平

成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

千
分
の
四
・
二
二

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
五
号

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
六

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
総
務
省

告
示
第
五
百
三
号
（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
総
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

本
則
の
表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
万
四

千
九
百
六
十
円
」
を
「
十
万
四
千
七
百
三
十
円
」
に
、「
五

万
六
千
九
百
三
十
円
」
を
「
五
万
六
千
七
百
九
十
円
」
に

改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
五
万
二

千
四
百
八
十
円
」
を
「
五
万
二
千
三
百
七
十
円
」
に
、「
二

万
八
千
四
百
七
十
円
」
を
「
二
万
八
千
四
百
円
」
に
改
め

る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
の
額
に
つ

い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
の
額

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
六
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、放
送
用
周
波
数
使
用
計
画（
昭

和
六
十
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博
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